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書 

画 
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鑑 
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（
書
壇
院
収
蔵
品
）

86

前ま
え

本も
と

菁せ
い

竹ち
く

（
一
九
一
一
―
一
九
八
九
）

名
は
透と
う
光み
つ
、
明
治
四
四
年
四
月
下
関
生
ま
れ
。
字あ
ざ
なは

仲
徹
、
号
は
菁
竹
、
別
に
楽
何
如
生
、
ま
た
は
楽
何
如

斎
主
人
、
酔
風
居
主
人
、
惺
庵
主
人
。
父
、
華
堂
氏
は

『
書
壇
』
創
刊
号
か
ら
の
会
員
で
あ
っ
た
。

昭
和
六
年
吉
田
苞
竹
先
生
に
入
門
。
そ
の
後
、
書
壇

社
展
、
東
方
書
道
会
展
に
出
品
、
入
賞
を
重
ね
る
。
昭

和
一
五
年
第
九
回
東
方
書
道
会
展
の
特
選
受
賞
に
よ
り
、

こ
の
年
、
第
九
回
書
壇
社
展
審
査
会
員
に
推
挙
さ
れ
る
。

一
方
、
戦
前
、
河
井
荃
廬
翁
の
門
を
敲
き
、
さ
ら
に

田
辺
松
坡
先
生
、
仁
賀
保
香
城
先
生
の
も
と
で
漢
籍
の

勉
学
に
も
力
を
入
れ
学
書
に
励
ま
れ
た
。
戦
後
は
真
田

但
馬
先
生
に
も
益
を
受
け
ら
れ
た
。

苞
竹
先
生
歿
後
、
菁
菁
夫
人
を
助
け
、
財
団
法
人
書

壇
院
の
設
立
、
書
壇
院
展
、
竹
心
展
等
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
た
。
と
く
に
『
書
壇
』
編
集
の
責
任
者
と
し
て
永

く
務
め
ら
れ
た
。
苞
竹
先
生
の
念
願
で
あ
っ
た
「
吉
田

苞
竹
記
念
会
館
」
の
建
設
は
大
事
業
で
あ
り
、
菁
菁
夫

人
を
補
佐
し
て
書
壇
院
に
か
か
わ
る
多
く
の
人
々
の
協

力
を
受
け
て
、
昭
和
四
九
年
に
完
成
し
た
。

吉
田
苞
竹
記
念
会
館
は
苞
竹
先
生
の
指
導
理
念
「
正

し
い
書
」
の
普
及
発
展
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
還
暦

の
折
の
菁
竹
が
主
宰
す
る
陶
泓
会
展
作
品
集
の
内
容
に

も
よ
く
現
れ
て
い
る
。
い
ま
拝
見
し
て
も
第
二
代
理
事

長
と
し
て
の
努
力
と
強
い
信
念
が
、
苞
竹
先
生
の
理
念

と
し
っ
か
り
重
な
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

昭
和
六
四
年
一
月
七
日
、
肺
炎
の
た
め
急
逝
。
翌
日

か
ら
平
成
と
な
る
。

門
人
、
故
西
川
万
象
、
児
玉
澗
松
、
吉
澤
菁
妻
、
山

本
菁
石
、
池
田
少
雲
等
。
ま
た
玉
井
菁
雪
、
太
田
翠
蘭
、

居
関
桂
香
、
横
山
菁
絢
等
多
数
。�

（
江
川
蒼
淵
）

書
壇
院
を
彩
っ
た
先
師
た
ち
（
一
〇
）

　
前
本
菁
竹
書
幅

本
紙
サ
イ
ズ  133×

33㎝
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書
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院
案
内
図 （

漢
字
臨
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規
定
＝
8
頁
）

半
切
＝
臣
自
よ
り
殘
毀
ま
で
（
三
十
一
字
）

半
紙
＝
先
帝
神
略
奇
計
（
六
字
）

課 

題

古

典

研

究

鍾
繇
書
─
薦
季
直
表
─

（
二
玄
社

　中
国
法
書
選
⑪
P.12
－
P.13
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臣
繇
言
。
臣
自
遭
遇
先
帝
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忝
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腹
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初
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王
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破
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關
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年
荒
穀
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郡
縣
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毀
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三
軍
餽
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。
朝
不
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先
帝

神
略
奇
計
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委
任
得
人
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深
山
窮
谷
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…
…
…
…
…
…
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第
一
二
二
回
審
査
会
員
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苑
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18

第
八
十
九
回
書
壇
院
展
公
募
要
項
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
19

第
一
一
二
七
回
選
書

　

写
真
・
批
評
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
21

　

成
績
発
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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一
月
五
日
締
切
課
題
予
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48

書
壇
院
日
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
49

バ
ー
コ
ー
ド
券
申
込
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50

応
募
規
定
・
競
書
出
品
方
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
51

書
画
の
鑑
賞
…
…
…
…
…
…
…
…

江　

川　

蒼　

淵
… 

表
４

先
日
、
家
で
古
い
『
書
壇
』
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、
私
が
生
ま
れ
た
年
、
昭
和
二
四

年
の
『
書
壇
』
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
二
四
年
一
二
月
五
日
発
行
の
一
二
月
号

（
第
二
百
五
十
一
號
）、
Ａ
５
判
で
僅
か
三
二
ペ
ー
ジ
（
定
価
三
五
円
）
の
も
の
で
す
。

表
紙
を
開
く
と
、
ま
ず
高
等
科
条
幅
課
題
の
米
芾
書
李
白
詩
の
拓
、
順
に
山
下
涯
石

先
生
、
前
本
菁
竹
先
生
の
半
切
作
、
高
塚
竹
堂
先
生
書
の
か
な
、
松
岡
東
庵
先
生
の
小

字
唐
詩
七
律
、
そ
し
て
吉
田
苞
竹
先
生
臨
の
九
成
宮
醴
泉
銘
、
同
じ
く
苞
竹
先
生
臨
の

興
福
寺
断
碑
と
続
き
ま
す
。
半
紙
の
課
題
参
考
手
本
は
山
下
涯
石
先
生
と
近
藤
秋
篁
先

生
が
揮
毫
し
、
佐
藤
示
右
（
祐
豪
）
先
生
書
の
手
紙
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
研
究

科
半
紙
課
題
は
爨
龍
顔
碑
の
臨
書
で
す
。

一
〇
ペ
ー
ジ
か
ら
各
科
の
優
秀
作
品
の
掲
載
が
始
ま
り
ま
す
。
懐
か
し
い
先
生
方
の

お
名
前
が
並
ん
で
い
ま
す
。
わ
が
師
大
野
篁
軒
と
、
同
い
年
の
西
川
萬
象
先
生
の
熾
烈

な
戦
い
？
の
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
二
人
は
大
正
一
五
年
に
生
ま
れ
、
当
時

は
二
四
歳
の
熱
気
溢
れ
る
青
年
で
す
。
以
前
、
大
野
先
生
か
ら
伺
っ
た
お
話
か
ら
察
す

る
と
、
萬
象
先
生
は
良
き
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
仲
間
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
同
じ
書
の

道
を
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
て
進
ん
で
い
け
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
写
真
判
の
作
品
と
そ
の
講
評
を
見
比
べ
る
の
は
、
更
に
興
味
深
い
こ
と
で
す
。

か
な
り
辛
口
で
す
が
、
そ
の
講
評
が
出
品
者
の
負
け
じ
魂
に
火
を
付
け
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
現
在
の
『
書
壇
』
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
小
さ
な
薄
い
雑
誌
で
す
が
、戦

後
間
も
な
い
物
資
の
乏
し
い
時
期
で
の
出
版
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
紙
面
か
ら
は
当
時
の

書
壇
院
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

書
壇
院
の
閲
覧
室
に
は
、
創
刊
号
か
ら
の
『
書
壇
』
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

い
か
が
で
す
か
。
実
際
に
手
に
と
っ
て
ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
閲
覧
に
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。

閲
覧
の
お
誘
い

長な
が

　
澤さ
わ

　
幽ゆ
う

　
篁こ
う

令
和
四
年
　
書
　
壇
　
十
二
月
号
　
目
次
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爽

星　

野　
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代
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舟
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洞

細
小
路　

洸　

玉

柴　
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笙
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同　人　参　考　手　本 ─競書の参考としてご活用下さい─半切（135 × 35）
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戴
復
古
詩
─
　

　
勝
山
菁
梅
書

	

シ	
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ス	
	

ノ	
	

	

　
　
　
カ
ル
コ
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ニ	
	

　
　
　
ン
ナ
リ	

　
　
　
ヨ
リ
モ	

　
　
　
ク
シ
テ	

	

シ	

ヲ

　	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

　
レ	

	
	

	

二	
	

一	
	

	
	

　
レ

	

　
　
　
ク
シ
テ	

	

ス	

ヲ	
	

	

リ	
	

	

シ
テ	

ヲ	

ニ	

ズ	

ヲ

　	
	

	

　
レ	

	
	

	

二	
	

一	

　
レ	

	
	

　
レ

棹
　
入
　
黄
　
蘆
　
浦
。
驚
　
飛
　
白
　
鷺
　
羣
。
霜
　
華
　
濃
　
似
　
雪
。
水
　
氣
　
盛
　
於
　
雲
。
市
　
遠
　
炭
　
增
　
價
。

天
　
寒
　
酒
　
策
　
勳
。
同
　
舟
　
有
　
佳
　
士
。
擁
　
被
　
共
　
論
　
文
。
　
　（
名
詩
類
選
評
釋
）

　
鳥
海
紅
蘭
書

─
高
野
辰
之
詩
─
　

　
　
こ
こ
ろ
ざ
し
を
は
た
し
て
、
い
つ
の
日
に
か
帰
ら
ん
、
山
は
青
き
故
郷
。
水
は
清
き
故
郷
。
　
　（
ふ
る
さ
と
の
唄
）

02同人参考手本_22_12.indd   202同人参考手本_22_12.indd   2 2022/10/24   18:10:042022/10/24   18:10:04



3

同　人　参　考　手　本 ─競書の参考としてご活用下さい─半　紙

　		
	

ク	
	

テ	

デ	

ヲ	
	

ミ
テ	

ブ
ニ	
	

ル	

ル
ヲ

　		
	

　
レ	

	
	

　
レ	

	
	

　
レ	

	
	

　
レ

雲
　
無
　
心
　
以
　
出
　
岫
。
鳥
　
倦
　
飛
　
而
　
知
　
還
。

渡　邉　保　山　書

陶
淵
明
句

菊　地　順　惠　書

碧
厳
録

　

紅
　
爐
　
上
　
一
　
點
　
雪
。

山　村　爽　翠　書

魏
收
句

　		
	

	
	

	
	

	
	

	
	

リ

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

二	
	

一

霜
　
氣
　
有
　
餘
　
酸
。

渡　部　裕　子　書

源
宗
于
の
歌

	
	

山
里
は八

　
冬
ぞ曽

さ
び日

し
さ佐

　
ま万

さ沙

り利

け介

る
　
人
目
も
草
も毛

　

か
れ
ぬ
と
思お

も

へ邊

ば者

03_同人参考手本_22_12.indd   303_同人参考手本_22_12.indd   3 2022/10/24   18:10:382022/10/24   18:10:38



4

書壇院展・毎日展公募と同サイズです ─ご活用下さい─

２尺×６尺額用

同　人　参　考　手　本

　
柴
田
李
笙
書�

─
夏
目
漱
石
詩
─

　	
	

ノ	
	

　
　
　
タ
ハ
リ	

	

ニ	
	

ノ	
	

	

ラ
ス	

	

ヲ	
	

	
	

	
	

ノ

　
　	

	
	

	

二	
	

一	
	

	
	

	

二	
	

一

	
	

テ	

グ	
	

ノ	

キ
ヲ

㵎
　
上
　
淡
　
𤇆
　
橫
　
古
　
驛
。
峽
　
中
　
白
　
日
　
照
　
荒
　
亭
。
蕭
　
條
　
十
　
里
　
南
　
山
　
路
。
馬
　

背
　
看
　
過
　
松
　
竹
　
靑
。
　
　（
漱
石
漢
詩
の
世
界
）

用
紙
　
和
画
仙

筆
　
　
和
筆
・
中
鋒
三
号

　
小
林
尗
瑛
書�

─
高
青
邱
詩
─

　	
	

	
	

	
	

	

ナ
リ
　
タ
ビ
カ	

ム	
	

ノ
　
　
ヅ
ヒ
テ	

ニ	

ブ
ヲ	

キ	

ス	
	

	

　
　
　
ル
ル
ノ	

	
	

　	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

　
レ

　
　
ハ	

マ
リ	

ニ	
	

ハ	

ル

	
	

　
レ

丁
　
零
　
海
　
上
　
節
　
毛
　
稀
。
幾
　
望
　
南
　
鴻
　
近
　
塞
　
飛
。
泣
　
盡
　
白
　
頭
　
相
　
別
　
淚
。
少
　

卿
　
留
　
虜
　
子
　
卿
　
歸
。
　
　（
高
青
邱
全
詩
集
）

用
紙
　
蘭
亭
牌
棉
料
単
宣

筆
　
　
唐
筆
・
中
鋒
二
号

04同人参考作例_22_12.indd   404同人参考作例_22_12.indd   4 2022/10/24   18:10:582022/10/24   18:10:58



5

彈
─
偏
旁
の
距
離
を
適
度
に
保
ち
、
偏
は
低
め
に
。

琴
─
上
部
か
ら
下
部
に
移
る
線
に
「
今
」
の
一
画
目
を

意
識
。

復
─
単
純
な
形
な
の
で
切
れ
味
の
良
い
線
質
で
。

長
─
最
初
の
右
上
か
ら
左
下
の
線
に
長
さ
が
必
要
。

嘯
─
旁
の
縦
線
は
上
に
突
き
出
す
形
も
あ
る
。

十
一
月
三
十
日
締
切（
草
書
）

漢
　
字
　
規
　
定

次
号
課
題
（
予
告
）　
48
頁
参
照

玄
位
～
六
位
課
題

彈
琴
復
長
嘯

（
琴
を
弾
じ
復
た
長
嘯
す
）

琴
を
弾
じ
、
ま
た
歌
を
う
た
っ
て
よ
い
気
分

に
な
る
。

上
位
・
準
上
位
課
題

銀
燭
吐
靑
烟 半

紙
縦
書

春
夜
別
友
人

春し
ゅ
ん

夜や

友い
う

人じ
ん

に
別わ
か

る
陳ち
ん

子す

昻ご
う

銀
燭
吐
靑
烟

銀ぎ
ん

燭し
ょ
く

靑せ
い

烟え
ん

を
吐は

き

金
尊
對
綺
筵

金き
ん

尊そ
ん

綺き

筵え
ん

に
對た
い

す

離
堂
思
琴
瑟

離り

堂だ
う

琴き
ん

瑟し
つ

を
思お
も

ひ

別
路
繞
山
川

別べ
つ

路ろ

山さ
ん

川せ
ん

を
繞め
ぐ

る

朙
⺼
隱
高
樹

明め
い

⺼げ
つ

高か
う

樹じ
ゅ

に
隱か
く

れ

長
河
沒
曉
天

長ち
ゃ
う

河か

曉げ
う

天て
ん

に
沒ぼ
っ

す

悠
悠
洛
陽
去

悠い
う

悠い
う

と
し
て
洛ら
く

陽や
う

に

去さ

ら
ば

此
會
在
何
年

此こ

の
會く
わ
い

何い
づ

れ
の
年と
し

に

か
在あ

ら
ん

　
参
考
手
本
　
玄
位
～
六
位
　
町ま
ち

田だ

玄げ
ん

洞ど
う

書

05漢字規程_22_12.indd   505漢字規程_22_12.indd   5 2022/10/24   18:11:242022/10/24   18:11:24



6

極
位
・
準
極
位
課
題

暮く

れ
て
ゆ
く　

年と
し

と
共と
も

に
ぞ　

別わ
か

れ
ぬ
る　

道み
ち

に
や
春は
る

は　

逢あ

は
む
と
す
ら
ん

（
源　

為
善
）

妙
位
〜
６
位
課
題

か閑

さ
な奈

り利

て　

四よ

方裳

の
枯
山や
ま　

眠年
む

り
た
り　

遠
（
と
ほ
）山
お
ろ
し　

來

る
音於
と

の能

す春

る流

（
釈　

迢
空
）

※
か
な
漢
字
相
互
の
変
換
、
ち
ら
し
自
由
。
落
款
は
○
○
か
く
＋
印
。

　

参
考
手
本　

妙
位
〜
６
位　

平ひ
ら

井い

侗な
お

子こ

書

　

文
字
の
大
小
を
考
え
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

半
紙
縦
書

十
一
月
三
十
日
締
切

か　

な　

規　

定

次
号
課
題
（
予
告
）

　

48
頁
参
照

06かな規定_22_12.indd   606かな規定_22_12.indd   6 2022/10/24   18:11:452022/10/24   18:11:45
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梅
も
ま
ず
花
の
描
き
方
に
始
ま
り
木
や
枝
を
学
び
、
花
と
組
み
合
わ
せ
て
か
ら
も
七
度

目
に
な
り
ま
し
た
の
で
立
派
な
花
が
咲
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

木
の
大
き
さ
と
花
の
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
や
濃
淡
が
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
花
は
こ
の

場
合
白
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
濃
い
墨
で
描
く
と
上
品
な
花
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
合
わ

せ
て
幹
や
枝
も
あ
ま
り
濃
い
と
こ
ろ
が
多
い
と
梅
花
の
方
が
目
立
た
な
い
の
で
、
木
の
方

も
濃
い
所
は
程
々
に
な
る
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

画
賛
は
「
一
花
開
天
下
春
」
で
す
。

参
考
手
本
　
岩い
わ

﨑さ
き

桂け
い

花か

画

─
梅
─
　

南
画
初
学
講
座
（
一
一
七
）�

岩
　
﨑
　
桂
　
花

※
横
三
十
五
セ
ン
チ
、
縦
二
十
七
セ
ン
チ
（
小
画
仙

紙
半
切
五
分
の
一
）の
用
紙
を
横
に
揮
毫
の
こ
と
。

十
一
月
三
十
日
締
切

南
　
画
　
規
　
定

次
号
課
題
（
予
告
）　
48
頁
参
照

参
考
　
大
久
保
楓
紅
画

07南画規定_22_12.indd   707南画規定_22_12.indd   7 2022/10/24   18:12:072022/10/24   18:12:07



8

鍾
繇
（
一
五
一
―
二
三
〇
）、
河
南
穎え

い

川せ
ん

の
人
、

字あ
ざ
な
は
元げ

ん

常じ
ょ
う。
初
め
後
漢
に
、
次
い
で
魏ぎ

の
文
帝
、

明
帝
に
仕
え
ま
し
た
。
建
国
の
功
臣
と
し
て
重
く
用

い
ら
れ
、
卒
し
て
成せ
い

侯こ
う

と
諡

お
く
り
なさ

れ
ま
し
た
。
書
は
、

楷
書
、
八
分
、
行
書
の
三
体
を
能
く
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

書
譜
（
唐
・
孫
過
庭
）
の
冒
頭
に
「
夫そ

れ
古

い
に
し
えよ

り
書
を
善
く
す
る
者
、
漢
魏
に
鍾
張
（
鍾
繇
・※

張ち
ょ
う

芝し

）
の
絶
有
り
」
と
あ
り
ま
す
。

課
題
は
薦
季
直
表
（
薦
関か
ん

内だ
い

侯こ
う

季
直
表
）。
小
楷

一
九
行
、
行
一
〇
―
一
二
字
、
文
末
に
「
黄
初
二
年

（
二
二
一
）
八
月
日
、
司
徒
・
東
武
亭
侯
・
臣
鍾
繇

表
す
。」
と
あ
り
ま
す
。
魏
の
文
帝
に
奉
っ
た
上
表

文
で
、
先
帝
（
曹
操
）
の
時
に
功
績
の
あ
っ
た
「
関

内
侯
季
直
」
を
推
薦
し
た
と
い
う
内
容
で
す
。

鍾
繇
作
と
伝
わ
る
多
く
の
魏
晋
小
楷
の
中
で
、

も
っ
と
も
古
意
を
感
じ
さ
せ
、
隷
意
の
あ
る
用
筆
で

鍾
書
の
特
徴
を
よ
く
示
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
線
に
抑
揚
が
あ
り
、
表
現
が
多
様
で
変
化
に
富

ん
で
い
ま
す
。
字
形
は
扁
平
で
幅
広
、
行
書
的
な
用

筆
も
見
ら
れ
ま
す
。
横
画
は
細
め
に
、
縦
画
は
太
く

ゆ
っ
た
り
と
、
強
い
が
温
か
い
感
じ
に
、
ま
た
終
筆

は
重
厚
に
運
筆
し
ま
す
。
小
さ
な
文
字
で
す
が
、
原

帖
を
詳
細
に
観
察
し
た
上
で
、
調
和
を
図
り
な
が
ら

臨
書
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

※
張
芝
…
…
後
漢
・
草
聖
と
称
さ
れ
た
。

鍾し
ょ
う

繇よ
う

書し
ょ

─
薦せ

ん

季き

直ち
ょ
く

表ひ
ょ
う

─

　
片
　
野
　
錦
　
秋
　
臨
　
　
半
切
参
考
手
本
（
上
位
〜
六
位
）

松ま
つ

下し
た

�け
い

苑え
ん

臨�

半
紙
参
考
手
本（
上
位
〜
六
位
）

次
号
課
題
（
予
告
）

　
　
48
頁
参
照

片か
た

　
野の

　
錦き

ん

　
秋し

ゅ
う

十
一
月
三
十
日
締
切

漢
字
臨
書
規
定
　
　
小
画
仙
紙
半
切
・
半
紙
縦
書

参
考
資
料 

表
紙
内
側

08漢字臨書規定_22_12.indd   808漢字臨書規定_22_12.indd   8 2022/10/24   18:12:332022/10/24   18:12:33
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極
位
〜
２
位

左
を
半
紙
縦
半
切
に
臨
書
す
る
こ
と

（
二
玄
社
　
日
本
名
筆
選
㉘
P.37
－
P.38
）　
　
　
　  

３
位
〜
６
位
参
考
手
本　

池い
け　

澤ざ
わ　

有ゆ
う　

紅こ
う　

臨

　

３
位
〜
６
位

半
紙
縦
半
切
に
臨
書
す
る
こ
と

か可

ゞ
み
山　

い
ざ
た堂

ち
よ
り利

て　

み
て
ゆ
か可

む

か可

ゞ
み
山
　
い
ざ
た堂

ち
よ
り利

て
　
み
て
ゆ
か可

む
　
と
し
へ
ぬ
る
身
は八

　
お於

い
や
し志

ぬ
る
と

今
回
は
鏡
山
を
鏡
と
見
立
て
て
、
立
ち
寄
っ
て
老
い
行
く
身
を
写
し
見
て
行
こ
う
、
と
詠
ん
だ
翁
の
歌
が
課
題
で
す
。
筆
先
を
利
か
せ
、
多
種
多
様
な
手
法
を
駆
使
し
て

書
か
れ
た
歌
二
行
が
響
き
合
い
、
穏
や
か
な
雰
囲
気
を
呈
し
て
い
ま
す
。
書
き
出
し
は
字
間
を
詰
め
て
小
振
り
に
、
二
句
目
は
思
い
切
り
伸
び
や
か
に
。
特
に
縦
長
の
て4

が

印
象
に
残
り
ま
す
。
二
行
目
は
連
綿
に
単
体
を
交
え
て
緩
や
か
に
筆
を
運
び
、
終
字
と4

の
終
筆
は
上
向
き
で
収
め
ま
す
。
原
本
を
よ
く
観
察
し
何
度
も
練
習
し
て
か
ら
書
き

ま
し
ょ
う
。
今
月
で
巻
子
本
古
今
集
は
終
了
と
な
り
ま
す
。�

（
星
野
静
代
）

十
一
月
三
十
日
締
切

か

な

臨

書

規

定　
巻か

ん

子す

本ぼ
ん

古こ

今き
ん

集し
ゅ
う　 

─
二
十
四
─　

半
紙
縦
半
切

次
号
課
題

　
（
予
告
）

　

48
頁
参
照

09かな臨書規定_22_12.indd   909かな臨書規定_22_12.indd   9 2022/10/24   18:12:562022/10/24   18:12:56
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11月30日締切 日　本　文

条
幅
規
定
　
タ
テ
　
菊
田
竹
子
書

世
に
あ
れ
ば
　
こ
と
し
の
春
の
　
花
も
み
つ
　
う
れ
し
き

も
の
は
　
命
な
り
け
り�

（
本
居
宣
長
）

予
告
　
一
月
五
日
締
切
課
題

●
半
紙
・
条
幅
規
定　

手
本
参
照

●
半
紙
随
意　

半
紙
タ
テ
と
す
る

・
日
本
文
の
級
位
を
書
く
こ
と
。・
著
作
権
に
注
意
す
る
こ
と
。

①
条
幅
規
定
　
半
切
タ
テ　

参
考
手
本　

平
井
侗
子
書

雪
ぐ
も
り　

ひ
く
く
暗
き
に　

ひ
ん
が
し
の　

空
ぞ
は
つ
か
に　

澄
み
と
ほ

り
た
る�

（
斎
藤
茂
吉
）

歌
を
読
ん
で
ひ
ら
め
い

た
構
成
。
漢
字
と
か
な
の

調
和
に
苦
慮
し
ま
し
た
。

③
半
紙
随
意
　
書
体
・
文
言
自
由
。
半
紙
ヨ
コ

②
半
紙
規
定
　
タ
テ

参
考
手
本

　

鈴
木
啓
佳
書

雁
行
の　

と
と
の
ひ
し
天

の　

寒
さ
か
な

�
（
渡
辺
水
巴
）

加
藤
玲
香
書

く
ぐ
り
見
る　

松
が
根

高
し　

春
の
雪

�

（
杉
田
久
女
）

半
紙
規
定
　
ヨ
コ

10日本文規定_22_12.indd   1010日本文規定_22_12.indd   10 2022/10/24   18:13:172022/10/24   18:13:17
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《
応
募
作
品
ア
ド
バ
イ
ス
》

　

今
月
の
課
題
は
「
金
石
交
」
で
し
た
。

　

三
文
字
の
処
理
は
一
文
字
と
二
文

字
で
分
け
る
か
、
二
文
字
と
一
文
字

で
分
け
る
か
、
三
文
字
を
横
に
並
べ

る
か
で
す
が
、
前
二
者
の
場
合
、
見

せ
場
と
な
る
一
文
字
を
ど
れ
に
す
る

か
で
答
え
が
決
ま
る
よ
う
で
す
。
作

例
は
疎
画
の
交
を
一
文
字
処
理
し
、

疎
密
を
強
調
し
ま
し
た
が
、
比
し
て

密
画
の
金
を
一
文
字
で
立
て
て
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
も
章
法
と

し
て
用
い
ら
れ
る
感
覚
で
す
。

規
定 

〇
堀
流
芳
さ
ん
、
見
事
な
作
品
で
す
。

金
石
の
二
字
の
収
ま
り
と
右
辺
と

の
融
合
、
石
の
口
を
広
く
取
っ
た

構
成
、
交
を
自
然
に
置
い
た
感
覚
、

ど
れ
を
見
て
も
独
自
の
篆
刻
観
が

発
露
し
た
完
成
度
が
高
い
作
品
に

な
り
ま
し
た
。

〇
柴
蘭
陽
さ
ん
、
章
法
刀
法
と
も
に

優
れ
て
い
ま
す
。
石
の
筆
画
の
辺

縁
化
も
成
功
し
ま
し
た
。
線
質
が

渾
厚
で
温
か
く
、
細
部
に
も
神
経

が
行
き
届
い
た
刻
印
で
す
。
一
位

の
作
と
甲
乙
付
け
が
た
い
も
の
で

し
た
。

〇
小
林
雲
泉
さ
ん
浙
派
を
な
ぞ
ら
え

た
作
品
で
、
エ
ッ
ジ
が
効
い
た
刀

法
が
見
せ
場
を
作
り
ま
し
た
。
所

蔵
す
る
工
具
書
を
全
て
あ
た
り
ま

し
た
が
、
金
の
中
央
を
〒
と
す
る

形
は
出
典
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
仮
に
何
ら
か
の
字
書
に
こ

の
形
が
見
え
る
と
し
て
も
、
縦
画

が
下
の
横
画
を
貫
き
、
上
の
横
画

に
接
す
る
形
に
し
た
方
が
穏
当
だ

と
思
い
ま
す
。

〇
福
島
春
華
さ
ん
、
ど
っ
し
り
と
し

た
筆
意
あ
る
白
文
印
に
な
り
ま
し

た
。
線
質
も
真
に
活
き
て
お
り
ま

す
。
た
だ
金
の
上
部
右
線
は
外
に

出
さ
な
い
方
が
良
か
っ
た
で
す
。

随
意 

　

摹
刻
課
題
は
「
霸
陵
園
丞
」
で
し
た
。

〇
菅
波
旭
霜
さ
ん
、
見
事
な
摹
刻
で

す
。
一
本
一
本
の
線
に
も
生
気
が

あ
り
、
原
印
に
迫
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

益ま
す　

滿み
つ　

丁て
い　

盦あ
ん

（
二
三
七
）

十
一
月
三
十
日
締
切
課
題

○
規
定
「
畫
餠
」

○
随
意
（
ま
た
は
摹
刻
を
含
む
）

○�

印
は
３
㎝
以
内
、
摹
刻
は
原
印
大
と

し
ま
す
。

○
51
・
52
頁
応
募
規
定
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
出
品
票
を
貼
っ
た
バ
ー
コ
ー
ド
券
を

必
ず
貼
付
し
て
下
さ
い
。

畫
餠
（
が
へ
い
）
実
際
に
役
に
立
た
な
い
た
と
え
。

福
島
　
春
果
　

菅
波
　
旭
霜
　

一
月
五
日
締
切
規
定
予
告

�　
　
「
閑
雅
」

 

規
定
参
考　

 

益
滿
丁
盦
作

堀
　
　
流
芳
　

柴
　
　
蘭
陽
　

小
林
　
雲
泉
　

 

摹
刻
参
考

代
馬
丞
印
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